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弐合ｙl魔芸３Ｊ訓こ

　

こぶし．７口ヽ、刀ス

　

水仙．山吹、老

梅、テコークノッアヽ雪抑、ライラヽ'・影

　

ダンホｙにと咲きっ二

け、山七街も一瞬に新緑につっぶれてしまいました．

まだ．冬乃なごりク)ように、ぢょっびり果ずんといる樹々に支

到jよい袷葉防ちば光乞存分に吸い込んご．易配り一面に薫り

を漂わ已ています．

　

まゐ七苔葉や口ベー､しのように、下を錘

ふ男や七たち勿傾恙、手も、ブラウスそ、噺緑に欽していま１

並木の下に立って

　

蓋＜を屁つめろと、空気衣輝ぐしざｰも客

心肺でしぶうｔヽそんな新鮮な生命の中･乙寸いｙりし産って

しまうａです。-

　　

一一一･･

太づ

　

皆ごんお元気ですか。久しぷ巾こ、反タ･忿ヽニュースを庭行

寸ゐ乙しがでさました。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

喜んでいいのか卜悲しんといいＱか、囃麹重結成などａ始動以

屏、弗会具が増えています･

　　　　　　　

-｀

道匹ﾌﾀﾞ、ヤつのプロップに分けて、懇談金乞圖いたりヽ省町村

べ保持バ請畷を行ったりの個動もしたいとﾆ考えたり。友台会二

ユースに会漕ひ声包ぐっとﾆ儲也よう乙廻ったりしている必で

寸が゛i

　

苛かなかでさ架い足り威すふ乱
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NO了乙お知,つせか,申心になってし女い液したが，ぜひ，苦海

ａゴ協刀刄得て．活動をですめて行き良い＆吟います･

　

こ加存を待化ずして亡＜なら鏃た会範Ｑ方/七りゴ冥福包切に

お祈りします乙共に，残さ鏃たど齢旋口方々に(5. W:lにより

お悔みを申しょげＪす.
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晒道難ニ病追が結成之れまｃだ濯

　

去る３月屏曰(上ｎし傷道難局団４遼癒協議会が結席大巻も

嘲きました。あいにくの鼎天候ざ、参前右が子孫を大才に下ま

釦ｎましたが、筋無刀症Ｑ蚕だけは、彫巻鮨猷jヵくヂいにｰもかが

iつらず、多勢が彦加し寿看と家談Ｑ新倉を示しました。

また、遣＜北現から参加され把､､ト野さんをはじめ

　

指り・会具

Ｑ方／ﾏ、希沢、赤平、苫･Jヽ牧芦別尽川、薯浦目形など

遠くヵヽら参跡]された方ａラいこと心全体(２甲で｀七将革さ似４

こねでも４仏

途中でクリーぜを起され牝赤平の林さん本当に穆加ありがと

うございました。

聊沢Ｑ山崎さん９乱

廸。大泉愈動しました。岳媛９了を恕うにがニもっと。政冶に

反吹されなけ似ばならないと庫敵しました。
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大蚕終了後丸帷市立病院ａ岩田内科医=長を甲心

デに。懇談棄が癩む、れ最換まざ参心ヽに話し合い八

まし把。

　　

大赦病波叫乏員人尋です常吐理払子翁局長

　　　　　　　

－２--



一一.了一一一

しして

　

筋無だ7在校９会。伊藤が屈はｔはした。

実際上丿て希兼事務局しして(７)、能ん以上川士事なＪで了吠

筋衆力症鞭ク)套道安部如士蚤がおろそむヽ1こならないＪう･乙

努ｽﾞﾌ致しまず。

北海道心癩病運を支えているａは、愉無刀症友ａ会。含局一

ベーノく､Ｑｽﾞﾌであゐこ乙が八は、きりど

これからこむ一層Ｑゴ協力をお澱い致しj1才。
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匡団杷彬晩診‾1（７月に予走３れ・:、ヽます）
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筋無刀症でば、日不３権窟ぞありま寸厚生名特定疾聡研ｔ

　

蚕笛推力豪気晨ａ守遠野更生（郡立府甲病院副仮汲）が

　

素道さ飢ます．また.、道内で政宛と恣療にあ之らμてぃる

　

れ幌市立高院の宕自医善なばじめどすふ珂覧グ延－アＪ安

　

生方が診潭乞されゐ予走でづ．ぜひ、ご考卸Ｔさい.

-･4■--¶-㎜･---･¥¶Wy1‾･!療有午ダンフづ（９山と子走されていますJ
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屋い療養生息を送っていゐ愚看じ寥裁に、大自然必寸ばら

　

しきり中で一日を鎚って七らJ？う乙いうｔａです．

　

介護看や漱発琵つきですび、アリーぜを.おこしや渾い姑

　

無刀症蛎看口参即はノダ々＆ず力ヽしいか名知れＪｔん。

ｉｙ吃頂査I

　

Jj爪所や、互営面でク）アンケートとは虎って、主治戈へ渥

　

粛などク）面を中にとして行いＪす．アンケート用倣が配心

　

如季し枇り．七万ご協力下さい．

の

陽子二飛]工頷蔽ﾌ‾1
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今薄丿フヽ対画１

そう寸ざに実施していま１．各団体毎･こ取り組んてrいます
一冊加校入りOnで売って

　

こじたい，

し≒71ヽろな花柄（約敏枝毅）びず個ます～
覚万波ジ動９宣伝を中心としていますぃで．ぜひ

　

ゴ協力



Ｆさい、送料を到1み尽赤かごならお亡れがあｎまずが匹１と

タ）でゴ佐文いすこだければ．届けたい乙婬っています．ゴま名下

さいｸ
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唾1卜振替ﾋ]底面参，ｔつい74除・

　

友り公道支部で振替口至をつくりました．

ｒ,Ｊ･勝押刀２Ｊです。 Ｄ

会嚢φ裁す７・そン扉涜μ｀金など・差金にど刹印下さい、

私､込票乞同封します．

禦金書留ぶり安４な/〕ま寸ａ右送ったｒ払込票ｊが々くな

りましr乙ら請求して下さい・

（ﾌ-Ｑ
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しザ寸ｻでザゲ∧

○

　

４四日丿ト岫無刀症船齢友兄漸軋

　

／二こﾉﾃﾞ4乱
４辿IJ咎≒⊇ふ沁、

必斉費地Ｌ費、

手佃ぐ薬代が入碗通発にかヽかヽわらず仝泌無料になりＪＩ。

まぢ旧故ヵぐ印刷さ似てい抑=いのて｀し乙肘X陽になると昭いきす

が、そｎ向・若舟費（耳、、夕月み）は。後で返岸さ紅ます･

夕売はコに要諮白を者いた御蔵と｡｡住民票を主治医に藻し、為

貌３審務力悟けるひヽうものとて。

劃柔ど匍削りこり用蔵緑めします･

　

生治好護受給看ク､方は、次９ことに十分ゴ注意下さい。

の医療概則篆紬は、全額公費鼻担３方ぺとﾆ切り替えられ耳

の医家裁助と｡生右状助と両方を受けている方は、公曇暴匿Ｑ

　　

方を受けると、帆入乙誕定きれて、生吉原軟ａ方もおち切

　　

らおふおそれがありますので、後ほど改善される３では｡

　　

申請を放嘩Eして、宙油保護３方を受けていて下さい。

また、支３ここにご辻畝下さい。

の

　

こＱ制度は、６ｙ月ビとに聘たな申請を爪£要乙します･

医和ヽ、病胆4廉恥乙連絡をす命こして謡いて下きひ。

②縁映の本べで、餉己丿蒔濯ａない方ば、申徽包淋蕨す４こと

になりま寸。 ⑩工二匹二匹
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○ところ

　　

東京郡蒙醇福祉蚕他（尚中臨宸温昌齢

全国尺会が同心ヽれま寸，上京さ似ゐ方は，厚瞼にお申し込ミ

み下さい。宿泊ク･附意をしなくてばなりません。

　　　　

4生

尚ヽ詳雌ぼ。本部にり，俘内びび廸られてく乖に丁ごＬ
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四心

　

本部ｙ支之ルカン ンノマり レノ組七う叩
J４尹ａお端Ｘ噂

　

友ａ含・本部と(お膨尺な仕畢をむヽか･えていまづ几

全図必含負し連発をとったり、回を｡はじめとﾝ寸ゐ川水各満開や

国会、-として万病親メ亮生方乙クぼ捗、将ク)上にフ公計や丿袱

閲誌の発行など

　

全＜夕い資仝り中ざ産営されています。

４覆白身吟看であゐ上に、資金ふ不足を補う牝めに私嶽乙つ

ぎこんでいます。手伝う方屯］士尋(刀あい圈をめって、体に無

理をして

　

活動をす不めています。突発を担当すふÅを裾証す

ることが発務とﾆなっています。

なん＆して七全図筋無か症ご反タり公出舌動を/停止寸心状にはい

さません。全回報ひ会・浩動があってこセ、回がやっと対策

靭匯にのりだレ肝宛班七生ま匹鮑看ご款族に曙光を与記Ｊ、

し化。吃して

　

今度Ｇ全額公嚢ぶ担勤冪の実親乙なつ化のご玉

これは、まさに武田必転乙。本告呻方々ａ､丈客通り、収迦ル

てａ活動に負うとこゐａ々L(２なａです・

竃たち死色淆約には全＜楽でにｴありま

せん。ま物，参理{乙金を凛める

　

という

ＱではありＪ.忿ん。ｽﾌﾟﾝ/？連動で全国的

に行１つ以ているのではありま忙ん，

　　

ｌ

しヵヽし者才と乃ａ衆司会を支えていく口

ば，-私T叱ち自吋でしかありま亡ん・

無乙)･公本邦を支元る堡動びヽ北４道から

広がっていくことを潮待しＪす．
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心こ’

の必･雛
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（亀田よ肴）

①涙慨小樽
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